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本会議
　第１回定例会に上程された議案第１号において、議会が指摘した内容を踏まえ、その指摘
事業のうち一部事業を予算修正、並びに今後十分な整理検討後に補正予算にて提出予定とす
る一部事業予算を削除した、新たな議案第１号令和７年度鉾田市一般会計予算（第２回修正案）
が提出され、質疑では主にその修正点について質しました。
　討論では、市民生活を考慮した修正予算であるとの賛成意見の中、採決では全会一致で賛
成となりました。
可決 議案第１号 令和７年度鉾田市一般会計予算(第２回修正案)

会計名 本年度予算額 増減額 増減率
一 般 会 計 268億5,449万円 34億2,949万円 14.6％

特
別
会
計

国民健康保険 70億9,321万円 △1億351万円 △1.4％
後期高齢者医療 7億7,908万円 3,077万円 4.1％
介 護 保 険 52億1,883万円 9,441万円 1.8％

企
業

会
計

水 道 事 業 21億152万円 △3億2,094万円 △13.2％
下 水 道 事 業 10億6,822万円 △1億1,469万円 △9.6％

合 計 431億1,535万円 30億1,553万円 7.5％
（※千円以下切り捨て）

本会議
　第１回定例会に上程された議案第１号において、議会が指摘した内容を踏まえ、整理検討
のうえ修正された一部事業予算を含んだ議案第３号令和７年度鉾田市一般会計補正予算（第
１号）が提出され、質疑・討論が行われました。
　質疑・討論では「新たな視点や改善点が見られない」「本市の財政状況や少子高齢化の現
状を踏まえると市民の理解を得られない」「必要性・緊急性・財政的妥当性が見られない」
など多くの意見がなされ採決では賛成少数により 否決 となりました。
否決 議案第３号 令和７年度鉾田市一般会計補正予算（第１号）

令和７年第２回臨時会（３月 31日）

令和７年第３回臨時会（４月 25日）

今後も、議会は建設的議論のもと、市政運営を注視してまいります。

第２号から第６号 ) を可決！第２号から第６号 ) を可決！
については、修正のうえ可決に至りました。については、修正のうえ可決に至りました。

本会議の録画映像
はこちら
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特
集
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特集 令和７年度予算を

予算特別委員会　設置13日、委員会21日
〔市長提出の議案第１号から第６号を審議するため、本会議から付託し設置された委員会〕
予算特別分科会　分科会14、17、18日
〔予算特別委員会に付託された各議案を各分科会が所管する事項毎に審議するため設置された分科会〕
　予算特別分科会では、各分科会が所管する予算事項毎に質疑を交え集中審議を行いました。
審議後は、その審議内容を予算特別委員会に報告し、質疑を行い、自由討議のもと議員相互
間の合意形成に向けて議論が交わされました。
　その後、討論・採決が行われ、議案第１号は賛成少数で 否決 、議案第２号から第６号
については「可決」となりました。

本会議
　３月25日の本会議では、予算特別委員会委員長より審議結果の報告を受け、議案第１号
から第６号に係る質疑・討論・採決が行われました。特に、議案第１号令和７年度鉾田市一
般会計予算にあっては、多くの議員より様々な視点から活発な質疑及び討論が交わされました。
審議の結果、主に学校跡地利活用事業、旭市民センター一般管理事業、保育幼児教育再編整
備推進事業、生活道路整備事業、中学校維持管理事業、涸沼・鹿島灘海岸地区道路整備事業
など複数の事業において、計画性が見えない不明瞭な事業内容などの理由から、採決では賛
成少数により 否決 となりました。
　また市長は、この議案第１号の否決を受け、関連する議案第52号令和７年度鉾田市一般会
計補正予算（第１号）を撤回するに至りました。
否決 議案第１号 令和７年度鉾田市一般会計予算
可決 議案第２号 令和７年度鉾田市国民健康保険特別会計予算
可決 議案第３号 令和７年度鉾田市後期高齢者医療特別会計予算
可決 議案第４号 令和７年度鉾田市介護保険特別会計予算
可決 議案第５号 令和７年度鉾田市水道事業会計予算
可決 議案第６号 令和７年度鉾田市下水道事業会計予算
撤回 議案第52号 令和７年度鉾田市一般会計補正予算（第１号）
　同日、市長から議案第１号にて指摘された事業予算の一部見直し及び撤回された議案第52
号の予算を含んだ、新たな議案第53号令和７年度鉾田市一般会計予算（第１回修正案）が追
加提出されましたが、先に否決された議案第１号と同様に計画・必要性が見て取れず市民の
声を反映しているとは到底思えないとの意見から賛成少数により 否決 となりました。
否決 議案第53号 令和７年度鉾田市一般会計予算（第１回修正案）

令和７年第１回定例会（３月３日～ 25日）

令和７年度当初予算 ( 議案令和７年度当初予算 ( 議案
「議案第１号 令和７年度鉾田市一般会計予算」「議案第１号 令和７年度鉾田市一般会計予算」
これらの経過の概要について説明します。これらの経過の概要について説明します。
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小学校医療的ケア児小学校医療的ケア児
支援事業支援事業

部活動地域移行実証事業部活動地域移行実証事業

鉾田市立小学校に在籍する、日常的に医
療的ケアを必要とする児童に対し、保護
者の負担を軽減するとともに、安心して
学校生活を送ることができるよう、訪問
看護事業所から看護師等を派遣し、必要
な医療的ケアを実施する。

休日の部活動を地域クラブへ移行するた
め、実証事業を実施し、指導者の確保や
運営体制について課題の抽出を行う。ま
た、地域クラブ設立に向けた体制を整備
する。

主な事業 主な事業224万円

新庁舎・公共施設等新庁舎・公共施設等
整備事業整備事業

令和 12 年度を目途に新庁舎・公共施設
等整備を推進するもので、本庁舎の建て
替えだけでなく、公共施設の集約化・複
合化を図るとともに、新たな公共施設整
備を行うほか、まちづくりの観点から周
辺整備も目指していく。なお、令和 7年
度は基本計画策定、用地取得を行う。

主な事業 540万円

観光イベント開催事業観光イベント開催事業

観光誘客数の増加及び市内産業の活性化
を図るため、市特産品であるメロン最盛
期にイベントを開催し、鉾田市の魅力を
市内外へ発信する。

主な事業 2,228万円

766万円

障がい者相談支援センター障がい者相談支援センター
運営事業運営事業

障がいのある人が地域で生活するため、
様々な制度やサービスの利用、申請の援
助などを行う総合的な窓口として、切れ
目のない相談・支援を行い、地域におけ
る相談支援の中核的な役割を担う機関と
して開設する。

主な事業 50万円

合併20周年記念事業合併20周年記念事業

合併から20周年の歩みを振り返り、過去
の功績を認識し、地域全体での成長を祝い、
合併20周年記念式典を開催する。また、
20周年の節目を広く発信することで、地域
内外に市の魅力や取組をアピールする。

主な事業 1,262万円

※予算額は四捨五入により記載しています。

令和7年度歳入歳出予算
　　　　　　　主な事業をピックアップ
私たちの税金がどのような事業に使われるのかチェックしてみましょう!特集

令
和
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年
度
予
算
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集
　
主
な
事
業
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

4



全会一致で可決した議案等 ／ 報告を要する案件
会議名 議　　　案　　　等

第３回
臨時会

第１号 専決処分の承認について
　鉾田市税条例の一部を改正する条例

議議案
第５号 有機フッ素化合物（PFAS）対策の推進を求める意見書（案）の提出について

令
和
７
年
第
２
回
臨
時
会

　 主 な 日 程　 
３
月
31
日〔
月
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　・開
会

　
　
　
　
　
　・�会
議
録
署
名�

議
員
の
指
名

　
　
　
　
　
　・会
期
の
決
定

　
　
　
　
　
　・諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　・�市
長
提
出
議
案

説
明
・
質
疑
・�

討
論
・
採
決�

（
議
案
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　・閉
会

令
和
７
年
第
３
回
臨
時
会

　 主 な 日 程　 
４
月
25
日〔
金
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　・開
会

　
　
　
　
　
　・�会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
　
　
　
　・会
期
の
決
定

　
　
　
　
　
　・諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　・�市
長
提
出
議
案�

説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決�

（�

議
案
第
１
号
か
ら�

第
３
号
・
報
告�

第
１
号
）

　
　
　
　
　
　・�議
議
案
第
５
号
に
つ
い
て

説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　・閉
会

　 概　要　 
　
令
和
７
年
第
２
回
臨
時
会
は
、

３
月
31
日
の
１
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
市
長
か
ら
、
一
般
会

計
予
算
（
議
案
第
１
号
）
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
臨
時
会
で
、
提
出
さ
れ
た

議
案
は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　 概　要　 
　
令
和
７
年
第
３
回
臨
時
会
は
、
４
月
25

日
の
１
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
市
長
か
ら
、
市
税
条
例
と
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
の
改
正
（
議

案
第
１
号
か
ら
２
号
）、
一
般
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
３
号
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

に
つ
い
て
報
告
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
経
済
建
設
常
任
委
員
会
か
ら
議
議
案
第

５
号
「
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）

対
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
の

提
出
に
つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

全会一致で可決した議案等

会
議
名

議　　案　　等

第
２
回
臨
時
会

第
１
号

令和７年度
鉾田市一般会計予算
（第２回修正案）

各議員の賛否が分かれた議案等

会
議
名

議員名

議案等

関
根
正
史

久
保
田
豊

土
子
勝
也

羽
成
洋
一

鬼
澤
治
男

髙
埜
栄
治

亀
山
　
彰

小
沼
　
勝

根
嵜
　
眞

水
上
美
智
子

入
江
　
晃

岩
間
勝
栄

井
川
茂
樹

米
川
宗
司

山
口
　
德

田
口
清
一

堀
田
正
衛

高
野
　
衛

討 論 採
決
結
果

※� 議 案 等
に つ い て
賛�成 反�対

第
３
回
臨
時
会

第２号
専決処分の承認について
鉾田市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 水上 高野 可
決

第３号 令和７年度鉾田市一般会
計補正予算（第１号） ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ 高野

鬼澤

関根
久保田
髙埜

否
決

○：議案等に対して賛成　　●：議案等に対して反対　　　退：退席　　欠：欠席　　除：除斥

令
和
７
年
第
２
回
臨
時
会
・
第
３
回
臨
時
会
　
主
な
日
程
　
／
　
概
要
　
／
　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果
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令
和
７
年
第
１
回
定
例
会

　 主 な 日 程　 
３
月
３
日〔
月
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・
開
会

　
　
　
　
　
　
・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
　
　
　
　
・
会
期
の
決
定

　
　
　
　
　
　
・
諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　
・�

施
政
方
針
並
び
に
市
長
提
出
議
案
説
明�

（
議
案
第
１
号
か
ら
第
52
号
）

３
月
５
日〔
水
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・
会
派
代
表
者
質
問

　
　
　
　
　
　
・
一
般
質
問

３
月
６
日〔
木
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・
一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
・�

議
議
案
第
１
号
及
び
第
２
号�

提
出
議
案
説
明

３
月
７
日〔
金
〕総
務
企
画
常
任
委
員
会

３
月
10
日〔
月
〕経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

３
月
12
日〔
水
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・�

議
案
第
７
号
か
ら
第
51
号�

質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
・�

議
議
案
第
３
号
提
案
説
明
・�

質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
・�

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域�

連
合
議
会
議
員
選
挙

３
月
13
日〔
木
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・�

議
案
第
１
号
か
ら
第
６
号
質
疑�

（
令
和
７
年
度
当
初
予
算
案
）

　
　
　
　
　
　
・
予
算
特
別
委
員
会
の
設
置

　
　
　
　
　
　
・�

議
議
案
第
１
号
及
び
第
２
号�

質
疑
・
討
論
・
採
決

３
月
14
日〔
金
〕予
算
特
別
委
員
会（
経
済
建
設
分
科
会
）

３
月
17
日〔
月
〕予
算
特
別
委
員
会（
総
務
企
画
分
科
会
）

３
月
18
日〔
火
〕予
算
特
別
委
員
会（
厚
生
文
教
分
科
会
）

３
月
21
日〔
金
〕予
算
特
別
委
員
会（
全
体
会
）

３
月
25
日〔
火
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・�

議
案
第
１
号
か
ら
第
６
号�

委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
・
議
案
第
52
号
　
撤
回

　
　
　
　
　
　
・�

議
案
第
53
号
　�

提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
・�

請
願
07�-�

１
号�

委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
択

　
　
　
　
・�

議
議
案
第
４
号�

提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
・
閉
会

　 概　　　要　 
　
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
３

月
25
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
市
長
か
ら
令
和
７
年
度
の
施
政
方
針

並
び
に
各
会
計
予
算
な
ど
53
件
が
提
出
さ
れ
、
う

ち
１
件
は
撤
回
、
ま
た
議
員
か
ら
４
件
の
議
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、６
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ
り
、

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
問
題
や
新
庁
舎
・
公
共
施
設

に
つ
い
て
、
一
般
成
人
の
自
立
支
援
、
女
性
行
政
体

制
・
サ
ー
ビ
ス
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
支
援
措
置
、

中
小
企
業
支
援
事
業
の
成
果
、
災
害
時
で
の
水
の

備
え
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鉾

田
新
風
会
、
公
明
党
鉾
田
市
議
団
が
会
派
代
表
者

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
は
「
学
校
跡
地
利
用

実
績
と
企
業
立
地
推
進
」、「
合
併
式
典
」
な
ど
の

所
管
事
務
調
査
を
行
い
、
経
済
建
設
常
任
委
員
会

で
は
、
請
願
の
審
査
を
行
う
と
と
も
に
「
鉾
田
川

の
水
質
安
全
性
」、「
鹿
島
灘
海
浜
公
園
拠
点
化
事

業
」
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
は
「
産
前
産
後
サ
ポ
ー

ト
」「
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
」

な
ど
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
案
議
案
53
件
の
内
、

議
案
第
１
号
及
び
議
案
第
53
号
が
否
決
、
議
案
第

52
号
が
撤
回
と
な
り
、
他
議
案
は
可
決
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
議
員
提
出
の
議
議
案
第
１
号
か
ら
第

４
号
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

選
挙
　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

（
当
選
人
）　
田
口
　
清
一

各議員の賛否が分かれた議案等
会
議
名

議員名

議案等

関
根
正
史

久
保
田
豊

土
子
勝
也

羽
成
洋
一

鬼
澤
治
男

髙
埜
栄
治

亀
山
　
彰

小
沼
　
勝

根
嵜
　
眞

水
上
美
智
子

入
江
　
晃

岩
間
勝
栄

井
川
茂
樹

米
川
宗
司

山
口
　
德

田
口
清
一

堀
田
正
衛

高
野
　
衛

討 論 採
決
結
果

※� 議 案 等
に つ い て
賛�成 反�対

第
１
回
定
例
会

第１号 令和７年度鉾田市
一般会計予算 ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ○ 議

長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

● ● ● ○ ● ○ ○
鬼澤
高野
水上

羽成
米川
関根
亀山

否決

第３号
令和7年度鉾田市
後期高齢者医療
特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 水上 高野 可決

【修正案】
議議案
第３号

議案第10号鉾田市議会の議員の報
酬及び費用弁償等に関する条例の
一部改正に対する修正案について

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ● ● 亀山 高野 可決

【原案】
第10号

鉾田市議会の議員の報酬及
び費用弁償等に関する条例
の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 根嵜 高野
※
修正
可決

第53号 令和７年度鉾田市
一般会計予算（第1回修正案）● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ○ 高野 羽成

久保田 否決

○：議案等に対して賛成　　●：議案等に対して反対　　　退：退席　　欠：欠席　　除：除斥
※修正案で可決された部分（修正部分）を除く原案の内容について可決

☟
詳
細
は
P8
へ

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
　
主
な
日
程
　
／
　
概
要
　
／
　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果
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全会一致で可決した議案等
会議名 議　　　案　　　等

第 

１ 

回 

定 

例 

会

第２号 令和７年度鉾田市国民健康保険特別会計予算
第４号 令和７年度鉾田市介護保険特別会計予算
第５号 令和７年度鉾田市水道事業会計予算
第６号 令和７年度鉾田市下水道事業会計予算
第７号 地方自治法等の改正に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
第８号 鉾田市職員の勤務時間，休暇等に関する条例の一部改正について

第９号 鉾田市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例等の一部改正について

第11号 鉾田市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正について
第12号 鉾田市手数料徴収条例の一部改正について
第13号 鉾田市地域包括支援センターの運営及び職員の基準を定める条例の一部改正について
第14号 鉾田市保育所設置条例の一部改正について
第15号 鉾田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
第16号 鉾田市水道事業給水条例の一部を改正する条例の一部改正について
第17号 鉾田市下水道条例の一部改正について
第18号 鉾田市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
第19号 令和６年度鉾田市一般会計補正予算（第９号）
第20号 令和６年度鉾田市介護保険特別会計補正予算（第３号）
第21号 令和６年度鉾田市水道事業会計補正予算（第３号）
第22号 市道路線の認定について

第23号 鉾田市公の施設の指定管理者の指定について
（ともえ荘/社会福祉法人　鉾田市社会福祉協議会）

第24号 鉾田市公の施設の指定管理者の指定について
（いきいきプラザ幸遊館/社会福祉法人　鉾田市社会福祉協議会）

第25号 鉾田市公の施設の指定管理者の指定について
（ワークプラザ鉾田/公益社団法人　鉾田市シルバー人材センター）

第26号 鉾田市固定資産評価審査委員会委員の選任の承認について�
（人見　一教氏）

第27号 人権擁護委員の推薦について（木原　力氏）
第28号～
第51号 鉾田市農業委員会委員の任命について

請願
第07-1号 「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書」採択の請願書

議議案
第1号 鉾田市議会基本条例の一部改正について

議議案
第2号 鉾田市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正について

議議案
第4号 最低賃金引き上げと小規模事業者等支援策の拡充に係る意見書の提出について

市長から撤回の申出がなされた議案
会議名 議　　　案　　　等

第
１
回

定
例
会 第52号 令和７年度鉾田市一般会計補正予算（第１号）

※議案第52号は、議案第 1号令和７年度鉾田市一般会計予算の否決により、市長から撤回の申出がなされたため

市長提出議案
概要はこちら

農業委員名簿
はこちら

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
　
　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果
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　 請 願 審 査　 

趣旨採択 請願第07-1号

【請願内容】
　最低賃金額の地域間格差を縮小するため最低賃金の全国一律制度の導入と、茨城
県の最低賃金を令和７年 10月に 1,500 円以上に引き上げ、1,700 円を目指すこと、
また、最低賃金引き上げと併せて中小企業事業主の人件費負担を軽減するための支
援策拡充を求める意見書の採択について本市議会へ要請するもの。

【審査結果】
　委員からは趣旨は理解できるが、中小企業に対する支援策を具体的に示すべきで
はとの意見や、農業者に対する配慮がないことなど本市内の小規模事業者の実情が
反映されていないとの意見がありました。審査の結果、本請願書の願意は妥当であ
ると判断しましたが、採決の結果、全会一致で趣旨採択と決定しました。

議議案第3号  鉾田市議会の議員の報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部改正に対する修正案
について

　市執行部提案の「鉾田市議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
について（議案第10号）」に対する修正案が議員提案されたもの。

　令和７年度予算編成においては、約64億円もの財源不足が生じることから、事業の
一部見直しにより事業費の圧縮が図られた。議会では、これまで多くの議員が提言して
きた市民に寄り添う経費の削減が懸念されることから、議員報酬について修正案が提出
され、討論、採決では賛成者多数により可決されました。

（円）

職名 現行の報酬額 執行部提案の報酬額 議員提案の報酬額

議長 350,000 400,000 370,000

副議長 300,000 350,000 340,000

常任委員会委員長 280,000 340,000 330,000

議会運営委員会委員長 280,000 340,000 330,000

議員 280,000 330,000 330,000

「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を
求める意見書」採択の請願書

注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
　
／
　
請
願
審
査
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スマート農業導入の考えは

問
令
和
７
年
度
当
初
予

算
は
過
去
最
大
規
模

の
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
市

債
の
発
行
計
画
や
制
限
額
な

ど
、
中
・
長
期
的
な
財
政
計

画
を
勘
案
し
た
予
算
案
と

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
【
市
長
】
当
初
予
算

が
過
去
最
大
と
な
っ

た
背
景
と
し
て
は
、
全
国
的

な
賃
上
げ
や
物
価
高
騰
の
動

き
の
中
、
当
市
に
お
い
て
も

人
件
費
や
物
件
費
が
増
加
し

て
お
り
、
社
会
保
障
関
係
経

費
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

財
政
の
健
全
性
を
堅
持
し
つ

つ
持
続
可
能
な
発
展
を
実
現

す
る
に
は
、
中
・
長
期
的
な

視
点
が
不
可
欠
で
あ
り
、
個

別
の
事
業
計
画
を
通
じ
て
各

事
業
の
進
捗
や
成
果
を
管
理

し
、
必
要
に
応
じ
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
後
年
度
の
財

政
負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い

か
と
い
う
視
点
で
も
確
認
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
中
・

長
期
的
な
視
点
を
持
っ
た
予

算
編
成
に
よ
り
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

再
質
問
道
路
予
算
に
多
く

の
予
算
が
費
や
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

今
回
の
予
算
の
よ
う
な
組
み

方
を
続
け
る
と
、
来
年
度
も

過
去
最
大
の
予
算
規
模
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

答
【
政
策
企
画
部
長
】

道
路
予
算
に
は
、
事

業
費
に
対
し
１
０
０
％
の
借

入
が
で
き
、
且
つ
70
％
は
国

が
補
填
す
る
こ
と
で
、
実
質

市
の
負
担
を
30
％
に
抑
え
ら

れ
る
緊
急
自
然
災
害
防
止
対

策
事
業
債
の
制
度
を
活
用
す

る
。
こ
の
制
度
は
、
令
和
７

年
度
ま
で
と
な
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
有
意
な
制
度
を
十

分
に
活
用
で
き
る
今
年
度
の

内
に
実
施
す
る
と
い
う
考

え
、
ま
た
将
来
的
な
財
政
負

担
を
減
ら
す
考
え
か
ら
、
今

年
度
に
多
く
盛
り
込
ん
で
い

る
。意

見
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
今
後

と
も
財
政
赤
字
に
陥
ら
な
い

よ
う
、
し
っ
か
り
と
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

公明党鉾田市議団　水上 美智子 議員

問
本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
に
ス
マ
ー

ト
農
業
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
べ
き
と
思
う
が
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

答
【
市
長
】
ス
マ
ー
ト

農
業
は
、
日
本
農
業

が
抱
え
る
担
い
手
不
足
、
高

齢
化
、
気
候
変
動
と
い
っ
た

課
題
解
決
の
手
段
の
一
つ
と

認
識
し
て
い
る
。
農
家
の
皆

様
か
ら
要
望
を
受
け
た
際
に

は
、
適
宜
職
員
が
相
談
に
応

じ
、
各
農
業
経
営
に
適
合
し

た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
導
入
で

き
る
よ
う
推
進
を
図
っ
て
い

る
。
今
後
は
更
な
る
技
術
革

新
と
コ
ス
ト
削
減
が
進
み
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
が
加

速
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

こ
れ
か
ら
も
先
頭
に
立
ち
支

援
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問
本
市
の
ス
マ
ー

ト
農
業
に
係
る

今
後
の
具
体
的
な
戦
略
に
つ

い
て
伺
う
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】
ス

マ
ー
ト
農
業
に
は
、

省
力
化
、
生
産
性
の
向
上
、

高
品
質
化
、
環
境
負
荷
の
軽

減
等
の
直
接
的
な
効
果
が
あ

る
。
ま
た
省
力
化
に
よ
っ
て

女
性
活
躍
の
場
の
創
出
や
経

験
の
浅
い
方
の
活
躍
、
更
に

は
新
規
参
入
な
ど
が
見
込
ま

れ
る
。
本
市
と
し
て
は
、
こ

の
よ
う
な
観
点
を
踏
ま
え
た

上
で
、
生
産
現
場
の
省
力
化

を
目
指
す
様
々
な
農
家
の
方

に
適
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
に
つ
い
て
、
国
県
補
助

を
積
極
的
に
導
入
し
推
進
す

る
考
え
で
あ
る
。

答
【
副
市
長
】
本
市
は
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
先

進
的
な
取
組
事
例
の
適
地
だ

と
考
え
て
い
る
。
国
の
様
々

な
財
政
的
支
援
措
置
を
活
用

し
つ
つ
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を

本
市
に
お
い
て
強
力
に
推
進

し
て
い
き
た
い
。

意
見
ス
マ
ー
ト
農
業

を
導
入
し
戦
略

的
に
進
め
れ
ば
、
取
り
組
み

た
い
と
思
う
若
い
人
達
が
増

え
て
く
る
と
考
え
る
。
そ
の

よ
う
な
状
況
に
な
る
よ
う
、

市
長
を
先
頭
に
担
当
課
の
方

と
し
て
も
積
極
的
に
進
め
て

欲
し
い
。

市長の施政方針を問う!! 会派代表者質問市長の施政方針を問う!! 会派代表者質問
中・長期的な財政計画を考えた予算を

鉾田新風会　土子 勝也 議員

会
派
代
表
者
質
問
　
鉾
田
新
風
会
　
土
子 

勝
也 

議
員
　
／
　
公
明
党
鉾
田
市
議
団
　
水
上 

美
智
子 
議
員

9



ここが聞きたい!! 一般質問ここが聞きたい!! 一般質問
議 員 名 質　問　事　項

土子　勝也

P11

1 学校跡地利活用事業について

2 新規就農者支援事業について

3 鳥獣被害防止対策事業につ
いて

4 中小企業等支援事業について

5 道路の維持管理について

亀山　　彰

P11

1
隠蔽大好き岸田一夫市長の
有機フッ素化合物問題につ
いて

2
新庁舎建設と統合中学校整
備事業など子供たちの学び
の場環境整備について

水上　美智子

P12

1 自転車ヘルメットの取り組
みについて

2 帯状疱疹ワクチンの定期接
種化について

3 鳥獣被害防止対策について

議 員 名 質　問　事　項

関根　正史

P12

1 水道事業、防災施設について

2 ラーケーション事業について

3 シビックプライドの向上に
ついて

髙埜　栄治

P13

1

一般成人の「交流ためらい
生活者（ひきこもり等）」の
増大把握ならびに「自立支
援」のための体制整備と施
策展開について

2

女性の社会的人口流出を抑
制するための女性行政体制
及び行政サービスの強化な
らびに市内事業所の労働環
境充実のための啓発活動等
について

3
行政区長のみに委ねない地
域コミュニティ推進とくら
し改善について

高野　　衛

P13

1 補聴器補助について

2 PFAS（有機フッ素化合物）
問題について

3 生分解性マルチの普及につ
いて

4 市道センターライン等の書
き換えについて

5 上山鉾田工業団地買収用地
の雑草対策について

鉾田市議会ホームページで
一般質問の会議録を公開しています!

一般質問とは？
議員が市政全般の現状や方針などを問うもので
す。ここでは、一般質問を要約して掲載します !!

①鉾田市のホームページへアクセス
　「https://www.city.hokota.lg.jp」
②市ガイド内の「鉾田市議会」クリック
③会議録をクリック
※今定例会の会議録は６月上旬公開予定です。

また、各議員の2次元コードを読み込むことで、
一般質問の録画放送を再生できます。

検　索鉾田市議会　会議録

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
　
一
般
質
問

10



中小企業等支援事業の成果は

新庁舎・公共施設等整備推進の真偽は

土子　勝也

問
市
内
の
事
業
者
を
支
援

す
る
た
め
の
令
和
６
年

度
事
業
者
支
援
事
業
補
助
金
の

成
果
や
事
業
者
の
反
応
等
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】「
中

小
企
業
等
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
応
援
事
業
補
助
金
」
は
、

４
件
の
申
請
が
あ
り
、
１
８
６ 

万
４
０
０
０
円
を
交
付
し
ま
し

た
。
新
規
顧
客
の
獲
得
や
業
態

転
換
な
ど
事
業
の
持
続
化
へ
の

成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
次
に

「
が
ん
ば
る
商
店
支
援
事
業
補

助
金
」
は
、
２
月
末
現
在
で
２

件
24
万
６
０
０
０
円
を
交
付
し

ま
し
た
。
の
ぼ
り
や
チ
ラ
シ
作

成
に
よ
り
事
業
の
認
知
度
及
び

ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
と
安
心

感
、
信
頼
の
向
上
に
よ
り
顧
客

が
増
加
し
た
と
事
業
者
か
ら
報

告
を
受
け
て
い
る
。
次
に
「
持

続
し
た
経
営
支
援
事
業
給
付

金
」、「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
創
業
祝

い
金
」
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
申
請
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

次
年
度
も
同
事
業
を
継
続
す
る

こ
と
で
、
中
小
企
業
等
の
支
援

に
努
め
て
い
き
た
い
。

意
見
厳
し
い
経
営
状
況

下
に
あ
る
市
内
事

問
市
長
個
人
の
所
有
地
の

隣
に
新
庁
舎
・
公
共
施

設
等
整
備
を
進
め
る
考
え
が
あ

る
の
か
市
長
の
真
偽
を
伺
う
。

答
【
市
長
】
現
在
、
基
本

構
想
検
討
委
員
会
に
お

い
て
決
定
さ
れ
た
、
優
先
順
位

１
位
の
建
設
候
補
地
エ
リ
ア
で

あ
る
安
房
南
地
区
で
の
用
地
交

渉
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
私
が
所
有
す
る
土
地
は
、

建
設
候
補
地
エ
リ
ア
の
外
周
に

一
部
接
し
て
い
る
が
、
既
に
貸

地
と
し
て
お
り
、
将
来
の
発
展

性
等
を
考
慮
し
、
候
補
地
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
判
断
し

た
。
現
在
の
課
題
を
将
来
に
先

送
り
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

50
年
１
０
０
年
先
を
見
据
え
、

鉾
田
市
の
発
展
の
た
め
に
、

し
っ
か
り
と
事
業
を
進
め
て
い

く
気
持
ち
で
あ
る
。

再
質
問
市
長
は
、
市
議
会

議
員
の
時
期
に
、
前

市
長
に
対
し
て
、
飯
名
地
区 

（
仮
称
）
市
民
交
流
館
整
備
事

業
の
用
地
選
定
に
あ
た
り
、
親

戚
兄
弟
の
土
地
の
資
産
価
値
に

利
す
る
と
の
疑
念
を
抱
き
、
問

題
を
呈
し
た
こ
と
が
あ
る
。
当

業
者
が
多
い
中
で
、
申
請
件
数

が
少
な
い
の
は
、
Ｐ
Ｒ
等
周
知

が
不
足
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。
具
体
的
に
事
業
者
が
何
を

求
め
て
い
る
の
か
把
握
の
う

え
、
き
め
細
や
か
な
目
線
で
事

業
化
の
検
討
を
し
て
欲
し
い
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】
今

後
は
、
事
業
者
目
線
で

事
業
者
の
抱
え
て
い
る
課
題
等

の
把
握
に
努
め
、
よ
り
多
く
の

事
業
者
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
な

事
業
と
な
る
よ
う
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

答
【
市
長
】
副
市
長
を
は

じ
め
、
す
べ
て
の
部
長

が
、
一
般
市
民
の
目
線
に
立
ち

事
業
を
進
め
る
思
い
で
あ
る
。

時
と
同
様
な
状
況
か
ら
、
新
庁

舎
・
公
共
施
設
等
整
備
事
業
が

土
壇
場
に
な
っ
て
中
止
と
な
る

こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
職
員
は
、
建
設
に
向

け
て
一
生
懸
命
に
事
業
を
進
め

て
お
り
、
そ
の
努
力
を
無
駄
に

し
た
く
な
い
。
再
度
、
市
長
の

真
偽
を
伺
う
。

答
【
市
長
】
現
候
補
地
の

周
辺
に
あ
る
私
の
土
地

と
、ご
質
問
の
土
地
状
況
で
は
、

価
値
観
・
比
較
対
象
が
違
う
。

私
の
所
有
す
る
土
地
は
既
に
価

値
が
あ
る
も
の
と
判
断
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
今
後
、
周
辺
に

新
庁
舎
等
が
建
設
さ
れ
た
と
し

て
も
、
土
地
の
価
値
は
変
わ
ら

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
優
先
順
位
に
基
づ
き
進

め
て
い
き
た
い
。

亀山　彰

一
般
質
問
　
土
子 

勝
也 

議
員
　
／
　
亀
山
　
彰 

議
員
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帯状疱疹ワクチン定期接種に伴う支援措置は

災害時での水の備えは
関根　正史

問
災
害
時
協
力
井
戸
の
登

録
数
及
び
水
質
検
査
状

況
、
並
び
に
旭
地
区
浄
配
水
場

の
深
井
戸
使
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
総
務
部
長
】
災
害
時

協
力
井
戸
は
、
東
日
本

大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災

害
に
よ
る
断
水
時
に
洗
濯
や
ト

イ
レ
等
の
飲
用
以
外
の
生
活
用

水
を
確
保
す
る
た
め
市
民
の
協

力
の
下
、現
在
旭
地
区
22
か
所
、

鉾
田
地
区
44
か
所
、
大
洋
地
区

17
か
所
、
合
計
83
か
所
を
登
録

し
、
看
板
設
置
や
所
在
地
等
情

報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
る
。
水
質
検
査
は
、
災
害

時
協
力
井
戸
の
登
録
申
出
書
提

出
の
際
に
、
個
人
で
検
査
を
実

施
し
て
い
れ
ば
検
査
済
証
の
写

し
を
添
付
し
て
頂
き
、
検
査
を

行
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
市
で

検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

答
【
上
下
水
道
部
長
】
旭

浄
配
水
場
の
深
井
戸

は
、
非
常
用
井
戸
と
し
て
茨
城

県
よ
り
取
水
許
可
を
受
け
て
い

た
が
、
平
成
25
年
頃
か
ら
水
質

基
準
上
、
飲
料
水
と
し
て
安
全

に
配
水
す
る
こ
と
が
困
難
と
な

り
、
現
在
は
停
止
し
て
い
る
。

再
質
問
災
害
協
定
の
登
録

と
更
新
期
間
に
つ

い
て
伺
う
。

答
【
総
務
部
長
】
災
害
時
協

力
井
戸
は
、
井
戸
所
有

者
か
ら
の
登
録
申
出
書
に
基
づ

く
登
録
と
し
、
登
録
解
除
申
し

出
が
な
い
限
り
継
続
し
て
い
る
。

再
質
問
災
害
時
協
力
井
戸

の
水
質
検
査
結
果

の
公
表
は
し
な
い
の
か
。

答
【
総
務
部
長
】
登
録
の

多
く
が
個
人
所
有
の
井

戸
で
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点

を
踏
ま
え
公
表
は
し
て
い
な

い
。再質

問
水
質
検
査
は
継
続

的
に
実
施
し
て
い

る
の
か
。

答
【
総
務
部
長
】
登
録
申

し
出
時
に
１
回
限
り
実

施
し
て
お
り
、
再
検
査
な
ど
継

続
的
な
検
査
の
計
画
は
な
い
。

再
質
問
災
害
時
、
配
水
管

破
損
に
よ
り
断
水

し
水
道
供
給
が
困
難
と
な
っ
た

場
合
、
飲
料
水
確
保
に
つ
い
て

市
地
域
防
災
計
画
で
の
位
置
付

け
は
。

答
【
上
下
水
道
部
長
】
旭

地
区
の
浄
配
水
場
は
、

市
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
災

害
時
の
給
水
拠
点
と
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
が
、
深
井
戸
は
現

在
給
水
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

茨
城
県
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
に
よ
り
飲
料
水
の
確
保
は

万
全
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

提
言
水
道
は
生
活
に
不

可
欠
な
生
命
線
で

す
。
個
人
備
蓄
も
大
切
だ
が
、

協
力
井
戸
の
更
新
、
飲
料
水
確

保
を
含
め
、
平
時
よ
り
災
害
時

の
水
の
備
え
を
万
全
な
も
の
と

し
て
欲
し
い
。

問
令
和
７
年
４
月
か
ら
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
が
実
施
さ
れ
る
。
本
市

の
接
種
費
用
に
係
る
公
費
助
成

等
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
福
祉
保
健
部
長
】
対

象
者
は
「
年
度
内
に
65

歳
を
迎
え
る
方
」、「
60
歳
か
ら

64
歳
で
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
に
よ
る
免
疫
機

能
障
害
が
あ
り
日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
方
」と
な
る
。

但
し
令
和
７
年
度
か
ら
５
年
間

は
経
過
措
置
と
し
て
年
度
内
に

70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
に
な

る
方
も
対
象
と
な
り
、
更
に
令

和
７
年
度
に
限
り
１
０
０
歳
以

上
の
方
も
全
員
対
象
と
な
る
。

事
務
の
進
め
方
は
「
60
歳
か
ら

64
歳
の
方
で
日
常
生
活
に
支
障

が
あ
る
方
」
は
申
請
方
式
、
そ

れ
以
外
の
方
は
４
月
上
旬
に
予

診
票
を
発
送
す
る
。
接
種
医
療

機
関
は
、
現
在
、
県
内
予
防
接

種
広
域
事
業
協
力
医
療
機
関
と

調
整
中
で
す
。
接
種
費
用
は
生

ワ
ク
チ
ン
が
８
、８
６
０
円
、

組
換
え
ワ
ク
チ
ン
が
２
２
，

０
６
０
円
で
、
市
助
成
額
が
そ

れ
ぞ
れ
２
，０
０
０
円
、
５
，

０
０
０
円
と
な
り
生
活
保
護
受

給
者
は
全
額
公
費
対
応
と
な
る
。

再
質
問
市
内
対
象
者
数
及

び
周
知
方
法
に
つ

い
て
伺
う
。

答
【
福
祉
保
健
部
長
】
令

和
６
年
10
月
１
日
現
在

の
参
考
値
で
、
65
歳
が
６
０
７

人
、
70
歳
が
７
７
２
人
、
75
歳

が
９
２
３
人
、
80
歳
が
５
５
１

人
、
85
歳
が
３
４
４
人
、
90
歳

が
２
０
２
人
、
95
歳
が
83
人
、

１
０
０
歳
以
上
が
37
人
、
合
計

３
，４
６
９
人
と
な
る
。
周
知

に
つ
い
て
は
、市
広
報
紙
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
適
当
な

時
期
に
情
報
提
供
し
て
い
く
。

再
質
問

50
歳
代
、
60
歳
代

の
帯
状
疱
疹
発
症

割
合
が
高
い
こ
と
を
踏
ま
え
、

最
も
働
き
盛
り
の
年
代
に
対
す

る
市
独
自
の
支
援
に
つ
い
て
考

え
を
伺
う
。

答
【
副
市
長
】多
く
の
方
々

に
活
躍
頂
く
よ
う
な
社

会
を
築
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
他
市
の
事
例
等
を
参
考
に

十
分
研
究
し
て
い
く
。

提
言
国
で
は
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
の
効
果

を
立
証
し
て
い
る
の
で
、
働
き

盛
り
の
年
代
に
対
す
る
助
成
に

つ
い
て
、
市
の
主
体
的
な
考
え

の
も
と
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

水上 美智子

一
般
質
問
　
水
上 

美
智
子 

議
員
　
／
　
関
根
　
正
史 

議
員
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交流ためらい生活者（ひきこもりを含む）の実態把握と自立支援策の推進を

PFAS（有機フッ素化合物）の調査拡大や住民に向き合った対応は

髙埜　栄治

問
ひ
き
こ
も
り
施
策
づ
く

り
に
は
実
態
把
握
と
国

が
自
治
体
に
求
め
る
ひ
き
こ
も

り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ひ
き

こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
等
の
推

進
が
必
要
と
考
え
る
が
そ
の
実

施
状
況
を
伺
う
。

答
【
福
祉
保
健
部
長
】
本

市
で
は
相
当
数
の
ひ
き

こ
も
り
の
方
が
存
在
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
実
態
は
把
握
し
て

い
な
い
。
昨
年
度
か
ら
関
係
職

員
が
情
報
共
有
を
図
る
た
め
の

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
機
能
を
設
置

し
て
い
る
だ
け
で
、
国
の
提
示

す
る
ひ
き
こ
も
り
に
特
化
し
た

機
関
・
事
業
実
施
は
予
定
し
て

い
な
い
。
ひ
き
こ
も
り
の
要
因

は
、
個
々
に
違
い
多
岐
に
わ
た

る
こ
と
か
ら
福
祉
・
保
健
及
び

就
労
部
門
等
相
談
機
関
の
連

携
・
協
働
体
制
を
築
き
ひ
き
こ

も
り
支
援
に
特
化
し
た
事
業
の

段
階
的
な
推
進
に
つ
い
て
具
体

的
な
検
討
を
図
っ
て
い
き
た

い
。再質

問
本
市
の
成
人
の
被

扶
養
者
数
は
、
約

８
０
０
人
お
り
扶
養
扱
い
を
し

て
い
な
い
交
流
た
め
ら
い
生
活

者
が
約
２
０
０
人
存
在
し
合
わ

せ
て
１
，０
０
０
人
に
も
及
ぶ

ひ
き
こ
も
り
等
に
該
当
す
る
方

の
可
能
性
を
考
え
れ
ば
先
進
自

治
体
と
同
様
に
全
世
帯
調
査
と

問
題
解
決
の
た
め
の
デ
ー
タ
取

得
が
必
要
と
考
え
る
が
そ
の
取

扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
福
祉
事
務
所
長
】
ひ

き
こ
も
り
状
態
に
あ
る

方
に
つ
い
て
は
重
要
な
問
題
で

あ
り
、
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族

も
大
変
苦
し
ん
で
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
民
生
委
員
児
童
委

員
へ
の
情
報
提
供
と
健
康
増
進

課
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

再
質
問
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
は
一
部

不
登
校
の
延
長
線
上
に
あ
る
と

さ
れ
る
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ

い
て
全
く
改
善
さ
れ
て
い
な

い
。
市
民
に
寄
り
添
う
対
応
に

な
っ
て
い
な
い
が
な
ぜ
取
り
組

ま
な
い
の
か
、
ま
た
高
等
学
校

卒
業
ま
で
の
支
援
の
た
め
の
情

報
提
供
を
し
な
い
の
か
伺
う
。

答
【
市
長
】す
ず
ら
ん
ル
ー

ム
な
ど
を
活
用
し
て
不

登
校
経
験
者
の
就
学
等
追
跡
支

援
を
実
施
し
て
い
く
。
鉾
田
市

独
自
ス
タ
イ
ル
を
構
築
し
対
応

す
る
。

高野　衛

問
茨
城
県
が
実
施
し
た
河

川
調
査
に
お
い
て
、
新

た
に
14
か
所
の
井
戸
か
ら
発
が

ん
性
物
質
が
指
摘
さ
れ
る
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
，Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
暫
定
目
標
値

の
超
過
が
確
認
さ
れ
た
。
今
後
、

鉾
田
川
流
域
の
井
戸
水
調
査
範

囲
拡
大
や
原
因
究
明
、
住
民
説

明
会
開
催
の
考
え
を
伺
う
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】
暫

定
目
標
値
を
超
過
し
た

井
戸
周
辺
半
径
５
０
０
ｍ
範
囲

の
方
々
に
井
戸
水
の
飲
用
を
控

え
る
周
知
を
行
っ
た
。
今
後
、

茨
城
県
と
協
議
し
、
暫
定
目
標

値
を
超
過
し
た
井
戸
か
ら

５
０
０
ｍ
先
付
近
の
井
戸
を
選

定
し
、
採
水
調
査
を
進
め
て
い

く
。
併
せ
て
茨
城
県
と
共
に
環

境
省
に
協
力
を
求
め
発
生
原
因

特
定
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
住

民
説
明
会
の
開
催
予
定
は
な
い

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
マ
ス
コ

ミ
へ
の
公
表
等
を
通
し
、
事
実

に
基
づ
く
情
報
発
信
に
努
め
て

い
く
。

再
質
問
鉾
田
川
上
流
に
は

鹿
田
池
や
大
沼
池

な
ど
が
あ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
等
汚

染
が
懸
念
さ
れ
る
可
能
性
を
踏

ま
え
、
今
後
、
調
査
を
実
施
す

る
考
え
を
伺
う
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】様
々

な
角
度
か
ら
専
門
家
や

国
に
対
し
、
地
域
の
実
情
を
相

談
の
上
協
議
し
て
い
く
。

再
質
問
住
民
の
個
人
所
有
井

戸
の
不
安
に
対
応
す

る
た
め
、
希
望
す
る
住
民
に
対

し
、
市
が
水
質
検
査
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】
水

質
検
査
は
各
自
の
井
戸

所
有
者
に
よ
る
実
施
と
し
て
お

り
、
検
査
機
関
等
を
案
内
し
て

い
る
。

再
質
問
水
質
検
査
費
用
の
補

助
の
考
え
を
伺
う
。

答
【
副
市
長
】
今
後
、
市

全
体
へ
の
広
が
り
状
況

等
に
応
じ
て
対
応
を
検
討
す
る

必
要
も
あ
る
と
は
思
う
が
、
現

時
点
で
は
、
市
の
補
助
は
考
え

て
い
な
い
。

再
質
問
農
作
物
含
有
調
査

の
実
施
の
見
通
し

を
伺
う
。

答
【
副
市
長
】
現
在
、
農
林

水
産
省
で
含
有
実
態
調

査
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
動
向
に
注
視
し
て
い
る
が
、

そ
の
上
で
必
要
に
応
じ
、
市
独

自
の
取
組
み
を
判
断
し
て
い
く
。

問
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地

を
含
む
周
辺
の
池
や
河

川
の
水
質
調
査
実
施
の
考
え
を

伺
う
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】
基

地
や
小
美
玉
市
内
の
河

川
等
調
査
は
管
理
者
が
実
施
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
巴
川

や
市
内
河
川
の
水
質
調
査
は
、

茨
城
県
で
実
施
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
必

要
に
応
じ
茨
城
県
と
協
議
し
な

が
ら
対
応
を
考
え
て
い
く
。

一
般
質
問
　
髙
埜 

栄
治 

議
員
　
／
　
高
野
　
衛 

議
員
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令
和
７
年
第
１
回
臨
時
会

　 主 な 日 程　 
１
月
29
日〔
水
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　・開
会

　
　
　
　
　
　・会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
　
　
　
　・会
期
の
決
定

　
　
　
　
　
　・諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　・�市
長
提
出
議
案
説
明・質
疑・討
論・

採
決（
議
案
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　・閉
会

　 概　要　 
　
令
和
７
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
１
月
29
日
の
１
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税

世
帯
物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
等
を
増
額
す
る
と

と
も
に
、
国
が
示
す
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
分
と
し

て
、
事
業
者
・
生
活
者
を
支
援
す
る
持
続
的
農
業
確

立
推
進
事
業
及
び
中
小
企
業
等
支
援
事
業
等
の
８
事

業
に
つ
い
て
増
額
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）
の
議
決
を
求
め
る
た
め
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
臨
時
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

全会一致で可決した議案等
会議名 議　　　案　　　等
第1回
臨時会 第１号 令和６年度鉾田市一般会計補正予算（第８号）

市長提出議案
概要はこちら

　議会傍聴受付時にアンケートをお渡ししますので、ご協力をお願いいたします。アンケート用紙
はお帰りの際、受付に置いてある回収箱に入れてください。
　集約した意見等は、必要に応じて市長へ提言または政策立案等の参考にするとともにほこた市議
会だよりや鉾田市議会ホームページにて公開いたします。あらかじめご了承ください。

鉾田市議会に関するアンケートのお願い

　本会議は、原則として鉾田市議会傍聴受付簿に住所、氏名、年齢、電話番号を記入していただければ、
誰でも傍聴することができます。（児童及び乳児は議長の許可が必要）
　傍聴をご希望の方は、傍聴を希望される当日に市役所３階の議会事務局までお越しください。

議会傍聴希望の皆様へ

　 お 知 ら せ　 
議会映像配信をご利用ください

　一般質問や採決などの本会議の様子は、インターネットを使用したライブ中継や録
画配信を行っています。
　インターネット環境があればいつでもどこでも議会を視聴することができますの
で、ぜひご活用ください。（録画配信は概ね１週間程度で反映されます）

　インターネット環境がない方は、旭総合支所及び大洋公民館にて本会議のライブ中
継の視聴が可能になりましたのでご活用ください。お近くにお住まいの方も立ち寄っ
た際はぜひ！

旭地区と大洋地区でも視聴ができます
視聴はこちら

ライブ中継をご覧
いただく際の注意

令
和
７
年
第
１
回
臨
時
会
　
主
な
日
程
　
／
　
概
要
　
／
　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果
　
／
　
お
知
ら
せ
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　 議 会 活 動 報 告　 

 農業振興（支援）施策及び 
ふるさと納税の取組みについて

　令和7年2月3日、「日本でいちばん野菜をつくるまち
鉾田市」に関心を持たれ大分県杵築市議会市民クラブ
の皆様が鉾田市に行政視察に来られました。
　「農業振興（支援）施策」及び「ふるさと納税の取組
み」について担当課職員より説明しました。
　活発な意見交換がなされ、有意義な場となりました。

大分県杵築市議会　市民クラブ【議員3名】　視察受入れ（令和7年2月3日）

 議場モニターの導入に関する経緯や 
活用状況について

　令和7年2月5日、「議場モニターの導入に関する経緯
や具体的な活用状況について」に関心を持たれ北海道
旭川市議会会派公明党が鉾田市に行政視察に来られま
した。
　議会事務局職員より、導入までの経緯や活用事例な
どを説明させていただきました。

北海道旭川市議会　会派　公明党【議員1名】　視察受入れ（令和7年2月5日）

令和７年大船渡市赤崎町林野火災の被災者支援
のため義援金を寄託しました！(令和７年３月10日)

　令和７年２月26日に発生した大船渡市赤崎町合足地
内での林野火災により、深刻な被害が発生しました。
建物210棟の被害や死者１名が出るとともに、生活イ
ンフラが大きな影響を受け、現在も復旧作業が懸命に
続いております。
　被災者の方々に心からお見舞いを申し上げますとと
もに、亡くなられた方に対しまして深く哀悼の意を表
します。
　鉾田市議会では被災された方々への支援として、令
和７年３月10日に大船渡市へ義援金を寄託しました。

議
会
活
動
報
告
［
視
察
受
入
れ
　
／
　
義
援
金
寄
託
］
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市執行部へ
「市議会議員の費用弁償の見直しを求める要望書」を提出しました。

（令和７年１月29日）

市長発言の撤回を求める申し入れ書（令和７年３月31日）

　 議 会 活 動 報 告　 

　議会では、近年の世界的な物価上昇やコロナ禍を経てのインバウンド需要回復、円安などの影響
により、宿泊費や交通費が高騰を続けている状況を踏まえ、令和６年11月より議会運営委員会、
全員協議会での協議を重ねてきました。
　さらに、議会改革に関する調査特別委員会での調査・検討を経て、市議会議員の費用弁償の見直
しについて要望することとし、令和７年１月29日に議長、副議長から市長へ要望書を提出しました。

　令和７年３月25日の令和７年第１回鉾田市議会定例会の冒頭に鉾田市長が発言した内容に対し、
鉾田市議会として到底受け入れられないものとして、令和７年３月31日の令和７年第２回臨時会本
会議にて、議長から「市長発言の撤回を求める申し入れ書」により強く抗議いたしました。

申し入れ事項
　１�．亀山　彰議員（以下「議員」という。）が自己の発言を訂正したにもかかわらず，市長
がその議員の訂正前の発言を引用した発言について

　　�　議員が，令和７年３月５日の一般質問時に発した発言を質問中及び３月25日に訂正し
たにもかかわらず，市長は３月25日，議員の訂正前の発言を引用した発言がなされた。
これは，議員を批判し貶める行為とも取れるものであり，到底受け入れられないものとし
て，強く抗議するとともに，その市長発言の撤回を申し入れます。

市議会議員の費用弁償の見直しを求める要望書
　市議会議員（以下「議員」という。）は、地方分権の進展並びに市民ニーズの複雑化といっ
た社会情勢の急激な変化に伴い、健全な市政運営と福祉向上に向けて、これまで以上の広範囲
にわたる知識の習得と専門性が求められております。
　このような中、近年の世界的な物価上昇、コロナ禍を経てインバウンドを含めた旅行需要の
急速な回復、円安などの影響によって、宿泊費や交通費が軒並み高騰を続け、我々、議員が他
自治体の行政事例の調査・研究・情報交換を目的に行う行政視察等の実施にも、その影響が顕
著に現れております。また市執行部の出張等にあっても、その影響が及んでいるものと推察す
るところであります。
　議員の職責も年々増加していくものと考えます。市行財政運営のチェック機関として十分な
役割を果たすとともに、議員として政策形成に寄与していくため、他自治体の行政事例を調査・
研究することは、今後の議会及び議員活動においても欠かせない要素のひとつであります。
　つきましては、議会及び議員の審議能力の強化並びに調査研究に資する必要な経費について、
下記の事項を要望いたします。

記

要望事項
１．他自治体の状況及び社会情勢の変化に応じた費用弁償の見直しを行うこと。
� 以上。

議
会
活
動
報
告
［
要
望
書
提
出
　
／
　
申
し
入
れ
書
提
出
］

16



市執行部へ
「鉾田市内を流れる河川及びその河川流域周辺の地下水における

有機フッ素化合物『PFAS』対策の推進を求める要望書」を提出しました。
（令和７年１月23日）

国、県へ
「有機フッ素化合物（PFAS）対策の推進を求める意見書」を提出しました。

（令和７年４月25日）

有機フッ素化合物（PFAS）対策の推進を求める意見書
　全国各地で、有機フッ素化合物（PFAS）の水質管理の暫定目標値である50ng/Lを超えるPFOS
及びPFOAが検出される事案が続出し、住民の間からその影響を危ぶむ声と速やかな汚染原因の特
定並びに人体への曝露防止の対策等を講じる必要性が高まっている。
　このような折、本市では、茨城県が令和４年度及び令和５年度に実施した市街地を流れる一級河川
鉾田川の水質調査において、令和４年度に100ng/L、令和５年度は69ng/L、その後、市による10
地点を２回に分けて実施した同河川水質調査にあっては、最小値68ng/Lから最大値160ng/Lといず
れも水質管理の暫定目標値を超える値が全10地点から検出された。さらにその後の物質の拡散状況
を把握するため、同河川流域周辺の飲用井戸を対象に茨城県と本市の合同で実施された調査において
は、不検出地点はあるものの最大値で1,200ng/Lに及ぶ高濃度の値が検出された。本市は、この結
果を受け、直ちに暫定目標値を超えた飲用井戸設置者を含む周辺住民への注意喚起並びに飲用指導を
行うとともに、更なる水質調査の範囲拡大の取り組みを進めているところである。現時点、住民から
具体的な健康被害に係る相談は寄せられないものの、身体への影響、土壌環境及び農水畜産物などへ
の影響、風評被害が生じることへの不安や懸念の声が高まりつつある状況である。
　PFAS問題は、汚染原因の特定が困難であり、限られた予算及び技術的な問題などから単独自治体
のみで対応することは極めて困難である。住民の不安を払拭し、命と健康を守り、安全で安心な暮ら
しが続けられるよう、科学的根拠に基づいた調査並びに支援が必要不可欠であることから、鉾田市議
会は、国及び茨城県に対し、次の事項を強く求めるものである。

記
１��　PFASに対する最新の科学的知見を踏まえて、身体及び環境に関する評価を明確にし、住民に分
かりやすく示すこと。また、必要な対策等について、自治体へ適時適切な情報提供及び助言ととも
に必要な財政支援策を講じること。
２�　PFASの汚染原因を調査・特定し、汚染の拡散防止策を速やかに講じること。
　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。
令和７年４月25日
内閣総理大臣　石破　　茂
厚生労働大臣　福岡　資麿
農林水産大臣　江藤　　拓　　殿
環 境 大 臣　浅尾慶一郎
茨城県知事　大井川和彦

鉾田市議会議長　入江　　晃

　 議 会 活 動 報 告　 

　令和７年１月14日に、本市を流れる鉾田川及びその流域周辺の地下水における
有機フッ素化合物「PFAS」の検査において、国が定める暫定目標値（50ng/L）
を大幅に超過する濃度が検出されたことが報道されました。
　議会では事態を重く受け止め、同日に全員協議会を開催し検討を行いました。さ
らに、正副議長・委員長と協議を重ねた結果、市民の安心・安全な生活の維持に向
けて、令和７年１月23日に議長・副議長から市長へ要望書を提出しました。

市長への要望書は
こちら

議
会
活
動
報
告
［
要
望
書
提
出
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書
提
出
］
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小沼副議長 入江議長 堀田議会運営委員会委員長

髙埜総務企画常任委員会委員長 土子経済建設常任委員会委員長 水上厚生文教常任委員会委員長

　令和７年２月１日に議会報告会を開催いたしました。
　小沼副議長の開会のあいさつから始まり、入江議長より開催趣旨の説明の後、令和６年の議会
報告を行いました。まず、堀田議会運営委員会委員長が議会活動報告を行い、次に髙埜総務企画
常任委員会委員長、土子経済建設常任委員会委員長、水上厚生文教常任委員会委員長から各常任
委員会の所管事務報告を行い、参加者から、さまざまな質疑をいただきました。

　その後、議会活動に関する市民との意見交換会では、参加者から防犯カメラの設置状況や、生
活道路の改修、行政区への加入促進についてなど様々なご意見・ご要望等をいただきました。
　また、意見や感想など自由に記入していただけるようにアンケートを配布したところ、たくさ
んのご意見をいだだきました。
　議会では、いただいたご意見・ご要望について、所管する常任委員会等で検討を行い、３月
31日に市長へ「鉾田市議会報告会の成果に伴う要望書」を提出いたしました。

令和６年度議会報告会令和６年度議会報告会
『議会と市民との意見交換会』『議会と市民との意見交換会』開催開催

参加者25名。色々なご意見・ご要望をいただきました。参加者25名。色々なご意見・ご要望をいただきました。

　市長への要望内容は次ページ☜

（令和７年２月１日）（令和７年２月１日）

令
和
６
年
度
議
会
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告
会
開
催
報
告
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議会報告会でいただいたご意見・ご要望について、所管する常任委員会等で検討の上、市長へ議会報告会でいただいたご意見・ご要望について、所管する常任委員会等で検討の上、市長へ
要望しました。要望しました。

【市民の声】
バランスを考えた土地活用をして欲しい。
【要望内容】
まちづくり（土地活用）にあたって、保健・
福祉・子育て・教育文化・産業・防災等を含
めた総合的な視野及び将来展望を踏まえた施
策展開を求める。

【市民の声】
新しい庁舎ができるまでは現状で我慢するの
ですか。
【要望内容】
新たな庁舎・公共施設が整備されるまでの間、
利用することとなる現庁舎等について、利用
者の利便性に配慮した改修を求める。

【市民の声】
環状線の歩道は、雑草がひどいため散歩もで
きません。
【要望内容】
主要地方道水戸鉾田佐原線の中根交差点から
塔ヶ崎坂上交差点付近までの間の歩道部に
は、雑草が繁茂し歩行者へ支障が出ている。
道路管理者に対し、早期対応を求める要望書
の提出を求める。

【市民の声】
学校跡利用で人口や収入の増加を目指して欲
しい。
【要望内容】
学校跡地利活用は、その利活用方法によって
雇用創出や税収増が見込まれることから、適
時適切な情報発信を求めるとともに、事業の
見直しを含めた積極的な事業展開を求める。

【市民の声】
高齢者に対応した鉾田中央公民館のトイレは
改修しないのか。
【要望内容】
鉾田中央公民館のトイレ改修を求める。

【市民の声】
自治会加入を促す施策を考えて欲しい。
【要望内容】
自治会加入率の減少に伴い地域コミュニティ
の崩壊が危惧される。市民に自治会加入のメ
リットを周知し、地域課題の解決のため地域
DXについて検討を求める。

市民の声を市長へ要望しました

【市民の声】
新庁舎・公共施設整備事業に関する市民説明
会での質問内容について回答が得られなかった。
【要望内容】
新庁舎・公共施設等整備事業に係る進捗・財
源等について、適時、市民へ分かりやすく明
確な説明を求める。

【市民の声】
令和6年度から森林環境税を納め始めたが、
どのような使い方をするのですか。
【要望内容】
放置され荒廃した森林の増加により、多くの
農地被害や道路交通への支障が発生している。
他自治体の取組みを事例を参考に、森林環境
譲与税の使途について、更なる検討を求める。

【市民の声】
大竹海岸がごみで汚れている。
【要望内容】
本市の観光資源である海岸部のごみ清掃につ
いて、管理者へ要望書の提出及び清掃ボラン
ティアに対する支援策の充実と周知徹底を求
める。

要望書の詳細は
こちら
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理解できた
25%

未回答
20%

概ね理解できた
45%

あまり理解
できなかった

10%

理解できた
15%未回答

25%

概ね理解できた
45%

あまり理解
できなかった

15%

SNS等の活用に
よる情報発信

3%
行政のチェック

23%市民との対話
21%

政策提案
29%

議員の政治姿勢
24%

〔複数回答可〕
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委 員 長　羽成　洋一
副委員長　土子　勝也
委　　員　関根　正史　 久保田　豊
　　　　　鬼澤　治男　 亀山　　彰

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

議会を傍聴してみませんか!
次回の定例会は

6月5日㈭〜
開会は午前10時です

事前の予約は不要ですので、市役所３階事務局前
にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。
※日程は変更になる場合があります。

令和７年第２回定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

6/1 2 3　 4 5 6 7
本会議
（開会）

8 9 10 11 12 13 14
一般質問一般質問一般質問

15 16 17 18 19 20 21
常任
委員会

常任
委員会

常任
委員会

本会議
（閉会）

22 23 24 25 26 27 28

※日程は変更になる場合があります。
令和7年第1回定例会延べ傍聴者数 　　　36名
議会映像配信視聴数　　　　　　521アクセス

（令和7年3月3日～令和7年3月25日）

■その他、市議会についてのご意見 ――――――――――――――――――――――――
・質疑応答が単調すぎる！（男性/70代）
・鉾田市に合う条例などをもっと作るべき。（男性/70代）
・定年の年を迎えたら、給料を下げるべきと思います。（男性/60代）
・見学の皆さん、昔に比べ質疑のレベルが上がったといっていました。昔はひどかったのでしょうか？

（男性/60代）
・市民と対話できる場所が町中にあるといいなと考えます（報告会は一方的に感じます）

（男性/80代以上）
・確定申告と議会等が重なると駐車する所を見つけるのがたいへんですね。傍聴席が静かで良かった。

（男性/70代）

傍聴者のみなさまに「鉾田市議会に関するアンケート」のご協力をお願いいたしました。その結果
20 名の方からご意見をいただくことができました。下記にアンケート結果の抜粋を掲載いたします。

今後も市民に開かれた議会を目指すため実施する予定ですので、みなさまの
議会に対する声をお聞かせください。
アンケートにご協力いただきありがとうございました！！

鉾 田 議 に す市 会 関 る

議員の発言について 執行部の発言について 議会・議員に期待すること


